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噴流の拡散促進を目的としたノズルの試作および流れの可視化 
 
田畑 隆英† 高橋 勉†† 
 
 
Development and Flow Visualization of Circular Nozzle to Promote Jet Diffusion 
 
Takahide TABATA and Tsutomu TAKAHASHI 
 
 
As a part of study on the diffusion control and the direction one the characteristics of the jet issuing 
from the circular nozzle has been studied. The circular plate with a microscopic hole was attached 
inside of the circular pipe. After passing through a microscopic hole, the jet issues from the circular 
nozzle. The flow visualization was used to investigate the jet diffusion by changing with the diameter 
of the microscopic hole, the distance from the pipe exit to the circular plate and the offset of the 
microscopic hole, variously. Moreover, in order to investigate the jet diffusion and direction of the jet 
quantitatively, the information processing was carried out using the image information obtained 
from the flow visualization. 
As a result, it has been found that the diffusion and the direction of the jet are affected by the 
diameter of the microscopic hole, the distance from the pipe exit to the circular plate and the offset of 
the microscopic hole. 
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セット量を s とする． 
 

























的パラメータである d は，D/5，D/4，D/3 および D/2
の 4 種類であり，s は，0，x 軸から下方に 0.25D，お
よび，小孔が円管の内壁と内接する場合の 3 種類，L
は，6D，7D，8D および 9D の 4 種類とした． 
また，力学的パラメータであるレイノルズ数Reは，
d が D/5，D/4，D/3 および D/2 のそれぞれで，74，118，















撮影速度は 500fps であり，2.0s 間の撮影を行った．
なお，撮影した画像の大きさは 1024×1024pixel で，
空間解像度は約 0.49mm/pixel である． 
流れの瞬間画像を図 3 に示す．図 3(a)に示すように，
噴流は下流に進むにしたがって，次第にその幅を広げ
 
①煙発生装置 ②送風機 ③圧縮機 
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⑥コンピュータ 
図 2 実験装置概略 
表 1 噴流の振動および偏向 
L/D Re D/d s/D 6 7 8 9 
0 × × × × 
0.25 ○ ○ ○ ○ 74 0.2 
0.34 ○ ○ ○ ○ 
0 ○ ○ ○ ○ 
0.25 △ △ ○ ○ 118 0.25 
0.34 △ ○ ○ ○ 
0 ○ ○ ○ ○ 214 0.33 0.25 △ ○ ○ ○ 
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ていくことがわかる．さらに，プレートから円管出口
までの距離，小孔の直径およびそのオフセット量によ
って，図 3(a)から 3(c)に一例として示すように，3 つ
の流動状態に分類できることがわかった．すなわち，
図 3(a)に示すように，噴流が円管から x 軸に沿って流























の 1/2 の値をとる点 p を噴流の中心線上の点とし，こ







s/D=0.34 で L/D=6 の噴流は大きく偏向することがわ




次に，図 6(b)に示す Re=118 の場合について説明す
る．前述の Re=74 の場合には，噴流の中心が振動して
   
(a) L/D=6, s/D=0 (b) L/D=6, s/D=0.25 (c) L/D=7, s/D=0.25 
図 3 瞬間可視化画像(d/D=0.33, Re=214) 
 
図 4 ２値化画像 
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いたが，レイノルズ数が増加すると，それは振動せず
に偏向する場合がある． 
さらに，図 6(c)に示す Re=214 の場合について説明
する．前述の Re=118 の場合に比べ，レイノルズ数が
増加すると，その偏向量は小さくなる． 




















の場合の L/D=6 で s/D=0.25 および 0.31，L/D=7 で
s/D=0.25，ならびに，Re=214 の場合の L/D=6 で






への変化を図 7(a)から 7(d)に示す． 









(a) Re=74 (b) Re=118 
 
(c) Re=214 (d) Re=502 










次に，図 7(b)に示す Re=118 の場合について説明する．
この場合，前述の Re=74 の場合と同様の傾向を示すが，
噴流の拡散は比較的小さい．また，図 7(c)および 7(d)




















条件は，噴流の中心が偏向していた条件の L/Dを 1 大
きくしたものである． 
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